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平成 26年度岩舟町地域協議会が提出した「意見書」に対する回答 

昨年度岩舟町地域協議会から栃木市に提出した「意見書」（5～6ページ参照）に対する

市からの回答の要約です。班内回覧をお願いいたします。 

 

 

 

意見項目 １ 通学路の安全対策について 

担 当 課 教育委員会教育総務課 

回 答 

これまでも学校が実施する通学路の安全点検にもとづき、即効性のある対

策を実施してきましたが、加えて歩道整備などの抜本的な対策を実施してい

く必要があることから「栃木市通学路交通安全プログラム」を策定し、学校、

警察、道路管理者、地域が連携して通学路の安全確保に取り組む体制を整え

ました。 

このプログラムを進めることによって、取組体制や予算措置など、ご提案

いただいた制度の内容に沿った対応ができるものと思われます。 

また、スクールバスの導入についてですが、限られた時間の中で大勢の児

童生徒を送迎するためには、相当なバスの数が必要となるため、大変難しい

と思います。 

子どもたちを事故や犯罪から守るため、今まで以上に関係者との連携、見

守り体制の充実を図りたいと考えておりますので、地域の皆様のご協力をお

願いいたします。 

 

意見項目 ２ 獣害対策について 

担 当 課 産業振興部農林課 

回 答 

「栃木市獣害対策設備設置費補助金」制度を見直し、交付対象を農業者以

外にも拡大し、農地以外の場所についても補助対象とするよう制度を改め、

平成 27 年度から対応してまいります。 

捕獲体制の強化については、捕獲許可範囲を広げる

など捕獲強化を図っております。また、捕獲経費の増

額については、捕獲従事者の意欲向上を図るため、予

算確保に努めてまいります。 

里山の保全活動に対する補助制度の整備については、現在の県などの補助

制度に加えて、市単独の補助制度の創設を検討してまいります。 

間伐材等を利用した山林資源活用センターの設置については、近隣市町の

事例などを調査して研究を進め、多面的機能支払交付金（旧制度：農地・水

保全管理支払交付金）については、今後、説明会等を設けて推進に努めてま

いります。 

問合先：岩舟総合支所 地域まちづくり課 

℡55-7751 Fax55-4910 
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意見項目 ３ 三毳山を中心とした観光振興について 

担 当 課 産業振興部 商工観光課 

回 答 

付加価値を付けた宿泊施設の整備については、市が整備することは難しい

と考えております。まずは、観光客へ近隣宿泊施設等の情報を提供し、滞在

時間を長くすることにより、観光客の増加につなげてまいりたいと考えてお

ります。 

ふれあいバスの運行については、昨年、岩舟地域への運行が開始され、み

かも山周辺にバスで訪れることが可能となりました。ＪＲ岩舟駅からみかも

山周辺へ行くには、バスの乗り継ぎが必要な状況ではありますが、今後、利

用状況や利用者の要望等を踏まえながら、運行ルートについて、改善を図っ

てまいります。 

ワイナリーの整備については、合併前の計画に基づき、現在大平地域にお

いて、将来的なワイナリー整備に向け、ワイン用のブドウ生産が始められて

おりますので、今後岩舟地域と連携しながら、ブドウを活用した観光拠点づ

くりを進め、施設整備の方向性を検討してまいります。 

最後にみかも山公園の松くい虫被害対策については、昨年 11 月に栃木県

知事及び関係部署に対して、対策の実施を要望いたしました。 

 

意見項目 ４ 岩舟駅・静和駅周辺の開発について 

担 当 課 岩舟総合支所 都市建設課 

回 答 

岩舟駅周辺については、道路を拡幅し、住宅地、商業地の整備検討を行う

という市の総合計画に基づき、現在、駅北側の道路拡幅を進めております。

また、南側については、桐生岩舟線までの区域を計画区域として、駅前広場

の新設やアクセス道路の整備等、土地区画整理事業による計画的な土地利用

について、検討を行ってまいります。 

静和駅周辺については、緑地や公園等

の都市基盤整備を進めることが必要と

考えられますので、事業実施に向けた機

運を高めながら、静和駅周辺整備基本構

想の策定について進めてまいります。 

 

意見項目 ５ 岩藤大規模開発について 

担 当 課 総合政策課 

回 答 

岩藤大規模開発は、社会・経済情勢の変化により、当初の開発計画をその

まま進めることは難しく、見直しが必要となりますが、地理的好条件にある

ことから、今回の市の総合計画の策定において、産業集積ゾーンとしての位

置付けを行いました。 
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現段階では、再事業化における本市としての基本方針が定まっておりませ

んので、事業主体、事業手法、開発目的を明確化し、地元との合意形成を進

めながら事業の推進を図ってまいります。 

本市においては、他に多数の開発が計画されており、実現可能性や財政状

況を考慮しつつ、着手時期の調整を行うことになりますので、岩藤開発の再

事業化については、長期的な取り組みとして対応してまいります。 

 

意見項目 ６ 認知症対策の個別支援策について 

担 当 課 保健福祉部高齢福祉課 

回 答 

本市においては、ひとり暮らし高齢者等の安否確認・見守りのため、高齢

者ふれあい相談員事業や配食サービス事業などを実施しており、また地域包

括支援センターにおいて、認知症に関する相談等に対応しております。 

ご提案いただいたＧＰＳ機能付き機器の貸与につきましては、利用料金等

貸与に関する課題が多くあり、他の自治体の導入事例でも、利用者が少ない

状況にあります。 

このようなことから、認知症による徘徊高齢者の対策の一つとして、今後、

徘徊高齢者の早期発見、見守り対策につながるよう、個人情報を入れたネッ

クレス式及びキーホルダー式のカプセルの配布について検討してまいりま

す。 

 

意見項目 
７ 子どもの居場所の整備について 

（１）児童館の設置 

担 当 課 保健福祉部こども課 

回 答 

地域の子育て支援の拠点として、また子どもの健全育成の場や放課後・休

日の居場所として、児童館の期待される役割は大きいと認識しております。 

子育て環境の一層の充実を図るため、児童館を含めた子育て関連施設の整

備については、既存の保育園や子育て支援センター、学童保育、その他子ど

も子育て施設等の設置状況を勘案して、平成 27 年度に本市児童館整備計画

を策定した上で、総合的な観点から検討していきたいと考えております。 
 

 

意見項目 
７ 子どもの居場所の整備について  

（２） 公園、水遊び場の整備 

担 当 課 岩舟総合支所 都市建設課 

回 答 

身近に子どもを遊ばせるのに適した公園につきましては、こどもの健全な

発育の向上のための親子での憩いの場や、地域コミュニケーション活動の場、

そして健康増進の場など様々な役割を持つ施設であると考えておりますの



4 

 

で、さらなるご利用が図れる施設とすることが重要であります。

このようなことから、地域に密着した公園の充実を図るため、既

存の公園の再整備や新規整備におきまして、遊具等の整備を計画

してまいります。 

また、今後のまちづくりとして事業が想定されております岩舟駅周辺地区

や静和駅周辺地区等での整備の際には、皆様のご要望に即した公園施設の設

置について検討してまいります。 

なお、遊具設置及び親水公園の整備候補地として、静和保育所跡地と岩舟

総合運動公園がご提案されておりますが、静和保育所跡地では手狭であると

思いますので、岩舟総合運動公園が適していると考えております。 

 

意見項目 ８ 図書室の充実について 

担 当 課 教育委員会 生涯学習課 

回 答 

平成 27 年３月 1 日から旧公民館図書室を「栃木市図書館岩舟館」として

運営を開始し、岩舟館を含めた市内６つの図書館と連携して運営できるよう

になりました。 

この統合により、貸出カードも統一し、1 枚のカードで市内６館の図書館

を共通利用することが可能となったとともに、市内の他の図書館で所蔵して

いる資料の相互利用が可能となったほか、岩舟館にない図書資料やCD、DVD

といった視聴覚資料も岩舟館やインターネットで予約し、岩舟館に取寄せて

貸し出しが可能になりました。 

なお、栃木市の他の図書館は、すべて同一の指定管理者が運営しておりま

すが、岩舟館も来年度から指定管理を導入する予定で、他の図書館との連携

が強化され、サービスの向上が図られると考えております。 
 

意見項目 ９ 消防団員の確保について 

担 当 課 消防本部消防総務課 

回 答 

市では時代に即した消防団組織とするため、既存の各方面隊に加え、女性

分団を創設し、組織の充実強化を図っております。 

また、団員の約７０％が被雇用者であることから、事業所の理解を深め、

従業員の入団促進が期待できる、消防団協力事業所表示制度のより一層の普

及推進を図ってまいります。 

更に消防団車両へのとち介ステッカー貼付やフェイスブックでの活動状況

紹介など団員確保に向けた取り組みを実施しております。 

今後においても、消防団員の装備品の充実、飲食店等における割

引等のサービスを受けられる「消防団員サポート事業」等の施策も

検討し、安定した消防団員の確保に繋げていきたいと考えておりま

す。 
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